
昨年度までの18年間で、太陽光発電設備
及び省エネ・畜エネ設備等の合計で約10

万9千件、約16億円の補助実施。来年度からは
太陽光に加えて、太陽熱も新たに補助。予算額
も前年度から2,000万円増額。

コロナを克服し、日本一元気な愛知へ！
　新型コロナウイルス感染症は、感染拡大を繰り返し、一向に収束の気配が見えてまいりませんが、
オール愛知で一丸となって基本的な感染対策の徹底や３回目のワクチン接種、経口治療薬提供
体制の整備等、粘り強く取組んでいきます。そして、カーボンニュートラルの取組は勿論、コロナ
克服後を見据え、「ジブリパーク」や「STATION Ai」、「アジア大会」など数多くのビッグプロジェ
クトを成功させて、「日本一元気な愛知」を継続させてまいります。

カーボンニュートラルの実現は、製造から消費、廃却までライフサ
イクル全体の中で、すべての産業で取組が必要。また、すべての人
がライフスタイルの大転換が必要。エネルギーの7割以上が化石
燃料では目標達成できず、エネルギー政策の大転換が必要。

導入量の合計は、約330万kWで全国第
２位。事業用太陽光が約180万kWで全

体の約56％、住宅用が約100万kWで約30％、
バイオマスが約40万kWで約12％。住宅用と
バイオマスは全国第1位。

●国のエネルギー基本計画では、再エネ比
率36～38％程度を目指すとしている。

●本県の再エネ施設整備は太陽光、風力、
バイオマス等、進んでいる。

1 本県の再エネの現状把握　…データで把握し、示すべき！
環境局長

一般質問　再生可能エネルギーの拡大について

　  再エネ全体の
導入量、内訳、比率、
全国順位

Q A

●「国・地方脱炭素実現会議」において、再
エネの更なる導入が示された。

●民間企業、住宅における自家消費型太陽
光発電の導入を促進するというもの。

2 再エネ拡大の取組状況　…再エネ分野でも国内をリードすべき！

　  再エネ拡大に
向けた具体策、
今後の取組

Q A

システムはAIにより電力供給を最適制御、
中小工場の電力需要を「100％再エネ」

で賄い、CO2排出ゼロを目指す。公開実験を実
施し、広く地域企業に普及促進。社会実装に向け
た技術開発を推進。

●「知の拠点あいち重点プロジェクトⅢ期」の
研究テーマに水素蓄電の技術開発がある。

●中小工場を再エネ化する取組が今期終
了する。

3 中小工場を再エネ化する取組　…中小企業の取組を支援すべき！

　  研究成果・
今後の技術普及

Q A

水素蓄電
システム

太陽光パネル〔1.0kW〕
模擬負荷

〔最大1.5kW〕

リチウムイオン電池
水電解装置〔2.0kW〕

燃料電池〔1.5kW〕水素貯蔵〔0.6kW×72時間分〕

太陽光パネル〔8.0kW〕

水電解装置
〔3.5kW〕

燃料電池
〔1.5kW〕

水素貯蔵
〔1.6kW×10時間分〕

供給端（メガソーラーのモデル）需要端（工場のモデル）
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　女性の「定着」と「活躍」の拡大に向けた取組を推進。性別役割分担意識にと
らわれないキャリアプラン形成のための、中高生・大学生等を対象とした出前
講座の開催等。役員等の女性リーダーの育成に向けた講演会の開催、SNS等
による情報発信、企業の人事担当者によるワーキンググループの開催。

女性の活躍促進に向けた取組を積極的に推進

　横断歩道における「歩行者保護の意識」を醸成。死者数の約７割を占める
「高齢者」及び死亡事故の原因の約８割を占める「ドライバー」の事故防止のた
めの啓発活動を実施。信号機の新設・改良、信号灯器のＬＥＤ化、道路標識・標示
の整備等を推進。歩車分離式信号の整備や「ゾーン 30プラス」等を推進。

交通安全対策の推進

2022年度 愛知県予算2022年度 愛知県予算 一般
会計

歳入
2兆8,275億
4,700万円

歳出
2兆8,275億
4,700万円

県税
1兆1,489億円

県債
2,860億円

諸収入
2,289億円

地方消費税
清算金
3,513億円

自主
財源

依存
財源国庫支出金

3,759億円

その他
2,024億円

その他
2,338億円

教育・スポーツ費
5,048億円

経済労働費
2,316億円

公債費
3,778億円

福祉医療費
6,379億円

警察費
1,739億円

農林水産費
794億円

建設費
2,022億円

総務企画費
1,074億円

諸支出金
4,918億円

目的別歳出

その他
201億円

※1  1日当たりの接種規模は、接種時間や医師・看護師等の体制により、各会場で異なります。
※2  各会場の開設時間や予約枠数については、医療機関と調整中です。

●医療提供体制の確保…重点医療機関患者受入体制確保推進、愛知病院運
　営、入院医療機関等施設設備整備、看護職員人材確保 等
●ワクチン接種体制・ＰＣＲ検査体制の確保…ワクチン接種体制確保、ワクチン
　大規模集団接種会場（6か所）運営、ワクチン接種支援、ＰＣＲ検査体制強化 等
●医療機関に対する県独自の支援…愛知県医療従事者応援金・加算金、民間
　病院経営維持資金貸付、高齢者福祉施設ワクチン接種加速化支援

新型コロナウイルス感染症拡大防止、医療提供体制の確保
　少人数によるきめ細かな指導体制を構築し、子どもたちの安心・安全
な学びを保障するために、小学校第１学年、小学校第３学年及び中学校第
１学年で実施している３５人学級を小学校第４学年に拡充。

  小学校高学年における教科担任制の推進
　・専任（３１人増） １００人➡１３１人
　・非常勤講師（６人増） ３２人➡３８人

小学校の少人数学級を拡充

　保育士の就職促進や、離職防止のための労働環境の改善、潜在保育士の確
保により、保育人材の確保対策を強化する。また、２０２５年へ向け、介護が必要
になる方の急速な増加に対応できるよう、介護サービスを提供する人材の確
保対策を強化する。外国人介護人材を始め、介護ロボットやICT導入も支援。

保育人材・介護人材の確保対策を強化

　秋に「SDGs AICHI EXPO 2022」を開催（愛知県国際展示場「Ａｉｃｈｉ Ｓｋｙ Ｅｘ
ｐｏ」）するなど、一層の普及啓発を行うとともに、SDGs環境プラットフォーム構
築を始めとする環境面からの取組を推進。新たにSDGs取組事例パンフレット
の作成やＳＤＧｓ登録企業等交流会の開催。

SDGs達成に向けた取組加速

※市町村判断により、少人数学級と少人数指導との選択的な実施が可能。

〈小学校第４学年に３５人学級を拡充するために必要となる学級数・教員数〉

40人編制での学級数
（A）

35人編制での学級数
（B）

必要学級数
（B）－（A）

必要教職員
定数

1,５０９学級 1,６８１学級 １７２学級 １７２人

『ジブリパーク』の整備を推進
　「青春の丘」、「ジブリの大倉庫」、「どんどこ森」の３エリアについては、本年
１１月１日の開園に向けて、展示・演示工事を行う。 あわせて、その概ね１年後の
開園を目指す「もののけの里」、 「魔女の谷」の２エリアについて、引き続き整備
工事を行うとともに、展示・ 演示工事に着手。
※施設の整備・改修や周辺道路対策推進。

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

①青春の丘エリア
②ジブリの大倉庫エリア
③どんどこ森エリア

④もののけの里エリア
⑤魔女の谷エリア

基
本
設
計
・
基
本
構
想

開
業

開
業

実施設計

実施設計 工 事

工 事
概ね1年後

　ＥＶ、ＰＨＶ及びＦＣＶを始めとする次世代自動車の普及を促進。また、次世代自
動車を対象とした本県独自の自動車税の課税免除を引き続き実施。旅客・貨
物運送事業者や中小企業等の事業者に対し、ＥＶ、ＰＨＶ、ＦＣＶ、ＨＶのユニバー
サルデザインタクシー等の次世代自動車を導入する経費の一部を補助。

次世代自動車の普及促進

　人権が尊重され、差別や偏見のない社会の実現に向け、「愛知県人権尊重の
社会づくり条例」を制定し、愛知県人権施策推進審議会の設置や条例の普及に
係る広報・啓発を実施するほか、人権に関する相談窓口の設置やインターネッ
トモニタリングを実施。県民文化局内に「あいち人権センター（仮称）」を設置。

人権が尊重される社会づくり、条例を制定

　大規模災害時に、全国からの応援人員や物資等を円滑に受け入れ、被災現場
や地域の防災拠点に迅速かつ的確に供給する「愛知県基幹的広域防災拠点」
の整備に向け、用地買収に着手するとともに、敷地造成工事等を行う。災害時
に拠点を円滑に運用できるよう活動計画の策定等を行う。（豊山町青山地区）

「愛知県基幹的広域防災拠点」の整備を推進

ヤングケアラーの適切な支援、社会全体の理解促進
　ヤングケアラーに係る理解促進に向けた取組を実施。また、教育や福祉分野
などの関係機関への助言を行うとともに、連携の強化を図る。ヤングケアラー
理解促進シンポジウムの開催（７月下旬頃）。ヤングケアラー支援関係機関研
修の実施。ヤングケアラー支援コーディネーターの配置。

〈大規模接種会場において、小児（５歳以上１１歳以下）への新型コロナワクチン接種〉

大規模
集団接種会場

名古屋空港
ターミナルビル
（豊山町）

藤田医科大学
（豊明市）

藤田医科大学
岡崎医療センター
（岡崎市）

愛知医科大学
メディカルセンター
（岡崎市）

開設期間
接 種 規 模

週3日（金曜・土曜・日曜）

2022年3月初旬～7月31日（日） （予定）

週2日（火曜・土曜） 週1日（月曜） 週1日（土曜）開設日（※2）

予約方法
使用ワクチン

県のLINE予約システム・コールセンターでの電話受付

1時間当たり10人程度（※1）

5～11歳専用のファイザー社ワクチン（3週間の間隔をおいて2回接種）

接
種
体
制 ★優先的に専科指導の対象とする教科

　外国語、理科、算数、体育

　県内市町村を対象に、ＩＣＴ等の先進技術を活用したスマートシティのモデル
となる取組を公募・支援し、その成果について他の市町村へ横展開を図る。
３市町村を選定。 【分野の例】モビリティ、エネルギー、通信・データ、医療･福祉･
健康づくりなど。市町村を対象とした成果報告会を開催。

先進技術を活用した市町村のまちづくりの取組を促進

　｢STATION Ai プロジェクト｣に基づき、スタートアップの新たなアイデアとモ
ノづくりの優れた技術との融合によるイノベーションを誘発し、本県産業の成長
を拡大させるエコシステム形成の取組を一層強化。小中高生を対象とした、模
擬会社設立ワークショップなど、各年代に応じた起業家育成プログラムの実施。

スタートアップを起爆剤にした、持続的なイノベーション創出

　デジタル技術を活用できる人材の育成支援・中小企業が抱える様々な問題を解
決するためアドバイザーの派遣・中小企業のニーズに応じた社内研修のカリキュ
ラムの作成から、研修の実施、終了後のフォローアップまでの支援を行うモデル事
業の実施・在職者にIoT等のデジタル活用分野の短期間の職業訓練を実施等。

デジタル人材の育成を推進

　有識者、国、県などから構成する「研究会」を設立。矢作川流域をモデルケー
スとし、“水循環”をキーワードに、再生可能エネルギー等の導入による国土強
靱化をはじめ、森林保全・治水・水道からエネルギーまでを含め、官民連携で総
合的かつ分野横断的にカーボンニュートラルの実現を目指す。

「矢作川カーボンニュートラルプロジェクト」の研究会設立・運営



県内49の市町、47の観光関係団体からなる
「観光推進協議会」を設立（交通事業者や

NHKもオブザーバー）。武将ゆかりの史跡等を巡る
スタンプラリーと企画乗車券の販売をセットで行う
など、周遊観光の仕掛けを検討。

大きく2つの方向で取組を実施。一つは、観光
コンテンツの充実。地域資源を磨き上げ、ス

トーリー性を持った奥深い魅力ある旅行商品を造成。
もう一つはブランド力強化。この観光コンテンツの
充実とブランド力強化で継続・拡大を図る。

事業所の約50％で自動車整備士が不足。その要因は、人口減
少かつ高齢化に加え、志願する若者が減ってきているなど、
人手不足は年々深刻化。自動車整備の仕事は、私たちの安全
安心を保障するための点検・整備を行う極めて重要な仕事。

一般質問　自動車整備士の育成について

岡崎市では、キャッチコピーとロゴマークを制作。キャッチコ
ピーは「もっと岡崎、きっと家康」に決まり、また、ロゴマークは、
岡崎で過ごした若き日の凛々しい家康公をイメージできる素
晴らしいもの。今後は、「どうする家康」大河ドラマ館の設置な
ど、多くの取組が行われる予定。

一般質問　大河ドラマを活用した観光振興について

3年間の授業のうち、自動車整備に関する学
習は全体の約3割。最新技術に対応するため、

外部人材の更なる活用や教員の指導力向上が課題。
自動車整備士になる生徒は約1割。生徒がそれぞれ
の希望に応じて選択した結果。

●自動車科では三級資格の取得を目指し、自
動車整備を重点的に学んでいる。

●「特定整備」「ＯＢＤ車検」等、自動運転や電
動化などへの対応で日々進化している。

1 工科高校自動車科の取組　…技術革新に伴う学びをすべき！

　  授業内容、課題、
就職状況、整備士を
希望しない理由

Q A

●様々なアイデアと地元の熱意により実施され
ていくものと期待している。

●全国放送される大河ドラマを活用した広域
からの誘客や県内周遊を図ることが重要。

1 大河ドラマを活用した取組　…広域観光の旗振り役を果たすべき！

　  市町村等との
連携、周遊観光に
どのように導くか

Q A

●まだまだ眠っているお宝があり、新たな視点で
地域のお宝を掘り起こし、磨きをかける市町村
や観光協会等、支援が必要。

●リピーターの定着、新規誘客が重要。

2 放送終了後の取組　…地域の提案・取組を効果的に発信すべき！

　  放送終了後も
継続・拡大させる
ための取組

Q A

現役の整備士を講師として派遣、出前授業や
実車を教材として活用。今後は、最新の知見や

整備技術を有する方から直接指導を受ける機会を
増やすなど、新しい時代における自動車整備の魅力
が生徒に伝わるよう努める。

●国交省では、自動車関係団体とともに都道
府県ごとに『自動車整備人材確保・育成地方
連絡会』を立上げ、基本的な取組を実施。

●自動車関係団体との連携が希薄。
●やりがい、魅力の伝え方工夫。

2 自動車関係団体との連携　…体験的な実習で自動車整備士の魅力を伝えるべき！

　  自動車関係
団体との連携、取組、
今後の取組

Q A

教育長

約200名の生徒が整備士
3級の資格を取るために
多くの時間を費やす一方、
整備士の道を志す生徒が
1割では残念。知恵を絞り
一人でも多くの生徒が整
備士を志すような教育を
お願いする。

観光コンベンション局長家康公騎馬像

要 望
活動紹介 自動車整備士不足対策 
総理と自動車整備士との車座対話の
実施を要請し、総理の了承を得る。

後日、岸田総理と現役自動車整備士
との車座対話が実現！！（1／13）

岸田総理

はまぐち誠

2021／12／7参議院予算委員会

国会では、参議院議員  　　　　　さんが質問・要請！はまぐち誠

住所変更・ご意見等ございましたら、下記までご連絡下さい。
また、お近くにお越しの際は、お気軽にお立ち寄り下さい。
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